
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠

中
島
中

（
松
山
市
）

肱
川
中

（
大
洲
市
）

【
高
知
県
】

西
土
佐
中

（
四
万
十
市
）

馬
路
中

（
馬
路
村
）

長
者
小

（
仁
淀
川
町
）

【
福
岡
県
】

赤
小
上
赤
分
校

（
赤
村
）

【
佐
賀
県
】

三
瀬
小

（
佐
賀
市
）

【
長
崎
県
】

高
島
中

（
長
崎
市
）

中
津
良
小

（
平
戸
市
）

福
島
中

（
松
浦
市
）

福
江
中

（
五
島
市
）

北
魚
目
中

（
新
上
五
島
町
）

【
熊
本
県
】

波
野
中

（
阿
蘇
市
）

河
浦
小

（
天
草
市
）

【
大
分
県
】

直
入
小

（
竹
田
市
）

院
内
中
部
小
上
院
内
分
校

（
宇
佐
市
）

【
宮
崎
県
】

五
ケ
瀬
中

（
五
ケ
瀬
町
）

【
鹿
児
島
県
】

下
西
小

（
西
之
表
市
）

笠
利
小

（
奄
美
市
）

口
之
島
中

（
十
島
村
）

長
島
中

（
長
島
町
）

内
之
浦
中

（
肝
付
町
）

金
岳
中

（
屋
久
島
町
）

久
志
小

（
宇
検
村
）

篠
川
小

（
瀬
戸
内
町
）

龍
郷
小

（
龍
郷
町
）

【
沖
縄
県
】

宮
良
小

（
石
垣
市
）

白
保
中

（
石
垣
市
）

久
松
小

（
宮
古
島
市
）

伊
江
中

（
伊
江
村
）

粟
国
小

（
粟
国
村
）

板
取
小

（
関
市
）

【
静
岡
県
】

梅
ケ
島
中

（
静
岡
市
）

【
愛
知
県
】

作
手
中

（
新
城
市
）

【
三
重
県
】

美
杉
小

（
津
市
）

【
滋
賀
県
】

葛
川
小

（
大
津
市
）

【
京
都
府
】

花
背
中

（
京
都
市
）

【
兵
庫
県
】

五
色
中

（
洲
本
市
）

西
紀
北
小

（
篠
山
市
）

【
奈
良
県
】

山
添
中

（
山
添
村
）

【
和
歌
山
県
】

龍
神
中

（
田
辺
市
）

美
山
中

（
日
高
川
町
）

【
鳥
取
県
】

会
見
第
二
小

（
南
部
町
）

【
島
根
県
】

旭
中

（
浜
田
市
）

吉
田
小

（
雲
南
市
）

阿
須
那
小

（
邑
南
町
）

【
岡
山
県
】

松
原
小

（
高
梁
市
）

円
城
小

（
吉
備
中
央
町
）

【
広
島
県
】

内
浦
小

（
福
山
市
）

吉
和
小

（
廿
日
市
市
）

神
石
高
原
中

（
神
石
高
原
町
）

【
山
口
県
】

本
郷
中

（
岩
国
市
）

福
賀
小

（
阿
武
町
）

【
徳
島
県
】

東
祖
谷
中

（
三
好
市
）

相
生
小

（
那
賀
町
）

【
香
川
県
】

男
木
小

（
高
松
市
）

【
愛
媛
県
】

須
原
小

（
魚
沼
市
）

【
富
山
県
】

平
中

（
南
砺
市
）

【
石
川
県
】

大
谷
小
中

（
珠
洲
市
）

【
福
井
県
】

大
島
小

（
お
お
い
町
）

【
山
梨
県
】

丹
波
小

（
丹
波
山
村
）

【
長
野
県
】

菅
平
小

（
上
田
市
）

栄
小

（
栄
村
）

【
岐
阜
県
】

【
茨
城
県
】

君
田
中

（
高
萩
市
）

【
栃
木
県
】

馬
頭
西
小

（
那
珂
川
町
）

【
群
馬
県
】

南
牧
中

（
南
牧
村
）

【
千
葉
県
】

亀
山
中

（
君
津
市
）

【
東
京
都
】

御
蔵
島
中

（
御
蔵
島
村
）

【
新
潟
県
】

さ
ん
ぽ
く
北
小

（
村
上
市
）

南
能
生
小

（
糸
魚
川
市
）

湯
田
小

（
西
和
賀
町
）

【
宮
城
県
】

北
上
小

（
石
巻
市
）

【
秋
田
県
】

阿
仁
中

（
北
秋
田
市
）

【
山
形
県
】

手
ノ
子
小

（
飯
豊
町
）

【
福
島
県
】

旭
小

（
二
本
松
市
）

関
本
小

（
田
村
市
）

糠
内
小

（
幕
別
町
）

茶
内
中

（
浜
中
町
）

鶴
居
小

（
鶴
居
村
）

野
付
小

（
別
海
町
）

【
青
森
県
】

裾
野
小

（
弘
前
市
）

新
郷
中

（
新
郷
村
）

【
岩
手
県
】

夏
井
中

（
久
慈
市
）

伊
手
小

（
奥
州
市
）

御
保
内
小

（
真
狩
村
）

南
富
良
野
西
小
（
南
富
良
野
町
）

ト
マ
ム
小

（
占
冠
村
）

目
梨
泊
小

（
枝
幸
町
）

仙
法
志
小

（
利
尻
町
）

斜
里
小

（
斜
里
町
）

南
中

（
遠
軽
町
）

洞
爺
湖
温
泉
小

（
洞
爺
湖
町
）

新
冠
小

（
新
冠
町
）

瓜
幕
小

（
鹿
追
町
）

【
北
海
道
】

ゆ
う
ば
り
小
学
校

（
夕
張
市
）

留
萌
小

（
留
萌
市
）

駒
里
中

（
千
歳
市
）

大
沼
小
鈴
蘭
谷
分
校
（
七
飯
町
）

山
越
小

（
八
雲
町
）

種
川
小

（
今
金
町
）

ク
で
昨
年
度
は
全
校
生
徒
が

取
り
組
む
合
唱
活
動
の
た
め

伴
奏
用
の
電
子
ピ
ア
ノ
１
台

を
購
入
し
ま
し
た
。

９
月
下
旬
の
昼
休
み
。
校

内
の
各
教
室
か
ら
生
徒
の
歌

声
が
響
き
ま
し
た
。
購
入
し

た
ば
か
り
の
電
子
ピ
ア
ノ
で

伴
奏
し
た
１
年
生
の
岡
田
珠

さ
ん
（
12
）
は
「
普
通
の
ピ

ア
ノ
よ
り
鍵
盤
が
軽
く
て
弾

き
や
す
い
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

同
校
で
は
、
毎
年
10
月
に

近
く
の
公
民
館
で
文
化
祭

「
島
映
会
」
が
開
か
れ
、
地

域
の
住
民
や
保
護
者
ら
が
多

数
、
見
学
し
ま
す
。
そ
こ
で

全
ク
ラ
ス
対
抗
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
が
あ
り
練
習
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。
伴
奏
も
生

徒
が
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

は
校
内
の
ピ
ア
ノ
２
台
を
使

っ
て
い
ま
し
た
。

「
も
っ
と
練
習
の
場
を
増

や
し
た
い
」
と
今
回
、
ベ
ル

マ
ー
ク
で
電
子
ピ
ア
ノ
の
購

入
を
決
め
ま
し
た
。
藤
原
一

章
教
頭
（
52
）
は
「
で
き
た

ら
１
ク
ラ
ス
１
台
の
電
子
ピ

ア
ノ
が
あ
れ
ば
。
生
徒
に
も

っ
と
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
て

も
ら
い
ま
す
」
。

ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
は
全
学

年
九
つ
の
各
ク
ラ
ス
か
ら
選

ば
れ
た
男
女
一
人
ず
つ
の
生

徒
が
中
心
で
す
。
ク
ラ
ス
全

員
に
集
票
を
呼
び
掛
け
、
毎

月
１
回
集
め
て
教
室
に
持
ち

寄
り
、
仕
分
け
作
業
を
し
ま

す
。藤

原
教
頭
も
同
校
の
卒
業

生
で
、
中
学
生
時
代
は
熱
心

に
集
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

教
師
に
な
っ
て
同
校
に
着
任

し
た
時
、
「
綿
々
と
続
い
て

い
る
」
と
感
慨
深
か
っ
た
そ

う
で
す
。

小
豆
島
は
瀬
戸
内
海
で
２

番
目
に
大
き
な
島
で
、
小
説

「
二
十
四
の
瞳
」
や
オ
リ
ー

ブ
栽
培
で
有
名
で
す
。
人
口

は
約
２
万
８
千
人
で
す
が
、

近
年
、
激
減
し
て
お
り
、
若

者
の
多
く
は
学
校
を
卒
業
し

た
後
、
島
を
出
て
い
き
ま

す
。
藤
原
教
頭
は
「
島
を
出

て
も
ベ
ル
マ
ー
ク
の
事
を
忘

れ
ず
社
会
貢
献
に
興
味
を
持

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
香
川

県
・
小
豆
島
に
あ
る
土
庄

（
と
の
し
ょ
う
）
町
立
土
庄

中
学
（
下
地
芳
文
校
長
、
２

７
２
人
）
が
ベ
ル
マ
ー
ク
の

集
票
点
数
６
０
０
万
点
の
大

台
を
達
成
し
ま
し
た
。
集
票

か
ら
仕
分
け
、
発
送
ま
で
す

べ
て
生
徒
の
手
で
す
る
の
が

同
校
の
伝
統
。
集
め
た
マ
ー

の
に
し
て
、
そ
の
場
で
切
り

取
っ
て
い
ま
す
。

年
度
ご
と
の
活
動
を
目
に

見
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

毎
年
お
買
い
も
の
を
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
家
庭
科
室
で
使
う

ザ
ル
、
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た
。

厚
生
小
学
校
は
、
伊
勢
神

宮
か
ら
ほ
ど
近
い
緑
に
囲
ま

れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
濱

田
さ
ん
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
厚
生
小
の
卒
業
生
が
多

く
、
「
子
ど
も
の
頃
、
学
校

の
備
品
に
〈
ベ
ル
マ
ー
ク
預

金
で
購
入
し
ま
し
た
〉
と
い

う
手
書
き
の
シ
ー
ル
が
貼
っ

て
あ
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま

す
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
け

ま
し
た
。

「
な
る
べ
く
作
業
量
を
少
な

く
し
て
負
担
を
減
ら
す
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
集
め

た
ベ
ル
マ
ー
ク
が
ど
の
よ
う

に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か

を
、
年
５
回
発
行
の
ベ
ル
マ

ー
ク
便
り
を
通
じ
て
お
伝
え

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

病
院
や
銀
行
、
ベ
ル
マ
ー

ク
未
参
加
の
幼
稚
園
に
も
回

収
箱
を
設
置
し
て
も
ら
い
、

そ
ば
に
は
子
ど
も
た
ち
の
お

礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ポ
ス
タ

ー
に
し
て
貼
っ
て
い
ま
す
。

側
面
に
「
イ
ン
ク
・
ト
ナ
ー

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
も
点
数
に
な

り
ま
す
」
と
明
記
し
た
と
こ

ろ
、
回
収
量
が
増
え
た
そ
う

で
す
。
文
化
祭
な
ど
の
学
校

行
事
で
は
、
販
売
す
る
飲
食

物
を
ベ
ル
マ
ー
ク
付
き
の
も

児
童
が
会
社
別
に
分
け
て

く
れ
て
い
る
の
で
、
縁
に
沿

っ
て
切
っ
た
マ
ー
ク
を
10
枚

１
列
に
テ
ー
プ
で
貼
り
枚
数

を
計
算
し
て
、
最
後
に
そ
の

日
の
作
業
分
を
二
重
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
で
ベ
ル
マ
ー

ク
担
当
の
濱
田
仁
美
さ
ん
は

ル
マ
ー
ク
を
担
当
し
、
月
１

回
活
動
し
て
い
ま
す
。
仕
事

を
し
て
い
る
人
も
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
、
２
カ
月
に
１

回
参
加
す
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
情
報
交
換
の
場
に
も
な

っ
て
い
て
、
毎
月
楽
し
み
な

が
ら
参
加
す
る
人
が
多
い
そ

う
で
す
。

三
重
県
伊
勢
市
立
厚
生
小
学

校
（
西
村
康
彦
校
長
、
３
３

１
人
）
が
累
計
１
１
０
０
万

点
を
達
成
し
ま
し
た
。
全
国

で
15
校
目
、
三
重
県
内
で
は

２
校
目
で
す
。

ベ
ル
マ
ー
ク
の
仕
分
け
は

児
童
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
に
児
童
が
ベ
ル

マ
ー
ク
を
専
用
封
筒
に
入
れ

て
持
参
し
、
各
教
室
の
ベ
ル

マ
ー
ク
専
用
棚
に
入
れ
ま

す
。
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
会
が

全
ク
ラ
ス
分
を
回
収
し
、
給

食
で
使
う
業
務
用
の
缶
に
協

賛
会
社
ご
と
に
入
れ
て
準
備

し
ま
す
。
給
食
の
テ
ト
ラ
パ

ッ
ク
も
子
ど
も
た
ち
が
回
収

し
ま
す
。

こ
こ
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
例
年
、

１
年
生
の
保
護
者
全
員
が
ベ

点
に
も
達
し
て
い
ま
し
た
。

全
教
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
が
プ
レ
ス
機
の
購
入
に

賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
５
月
、
宮
地
校
長
か

ら
財
団
に
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
プ
レ
ス
機
は
ベ
ル
マ
ー

ク
で
の
購
入
の
対
象
で
は
な

い
た
め
で
す
。
財
団
が
商
品

を
扱
う
協
力
会
社
に
連
絡
し

た
と
こ
ろ
、
東
通
産
業
が
メ

ー
カ
ー
か
ら
仕
入
れ
て
、
納

入
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
笠
松
さ
ん
は
「
ま

さ
か
ベ
ル
マ
ー
ク
が
こ
ん
な

に
貯
ま
っ
て
い
た
と
は
。
先

輩
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
贈
り
物
で

す
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

宮
地
校
長
は
「
自
分
た
ち

が
製
作
に
関
わ
っ
た
点
字
名

刺
が
福
祉
の
場
で
利
用
さ
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
自
信

に
な
る
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

点
字
名
刺
を
作
る
プ
レ
ス
機

を
知
り
ま
し
た
。
点
字
名
刺

は
「
視
覚
障
害
者
と
健
常
者

を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
」
と
し
て

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
校
で
点
字
名
刺
を
作
る
と

な
る
と
一
枚
一
枚
、
手
打
ち

で
作
る
し
か
な
く
、
重
複
障

害
の
生
徒
に
は
難
し
く
、
点

字
作
製
の
授
業
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
プ
レ

ス
機
を
導
入
す
る
福
祉
作
業

所
は
徐
々
に
増
え
て
お
り
、

学
校
で
授
業
を
受
け
れ
ば
将

来
、
役
立
ち
ま
す
。

プ
レ
ス
機
は
約
40
万
円
で

す
。
県
の
予
算
で
は
到
底
、

購
入
し
て
も
ら
え
そ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。
宮
地
校
長
は
半

ば
諦
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
悩
み
を
聞
い

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
笠
松
真
弓

さ
ん
が
「
ベ
ル
マ
ー
ク
が
貯

ま
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
思

い
つ
き
ま
し
た
。
同
校
が
ベ

ル
マ
ー
ク
に
参
加
し
た
の
は

１
９
６
５
年
と
50
年
以
上
前

で
す
が
、
児
童
・
生
徒
が
少

な
く
最
近
は
年
間
１
万
点
を

集
め
る
の
が
や
っ
と
で
す
。

休
止
し
て
い
た
時
期
も
あ
り

ま
す
。
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
約
20
年
前
に
冷
水
器
を

購
入
し
て
以
来
、
細
々
と
続

け
て
い
た
マ
ー
ク
が
約
47
万

こ
と
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん

が
、
「
将
来
は
点
字
の
仕
事

に
就
き
た
い
」
と
意
欲
満
々

で
す
。

「
生
徒
の
就
労
支
援
に
、

何
か
い
い
方
法
は
な
い
だ
ろ

う
か
」
。
昨
年
、
宮
地
校
長

が
先
生
ら
に
相
談
し
ま
し

た
。
卒
業
を
控
え
た
生
徒

に
、
空
き
缶
の
プ
ル
ト
ッ
プ

集
め
と
化
粧
水
作
り
の
作
業

学
習
を
し
て
い
ま
す
が
、
視

覚
の
ほ
か
に
も
障
害
の
あ
る

生
徒
が
多
く
、
単
純
作
業
し

か
で
き
な
い
た
め
で
す
。
も

っ
と
社
会
に
貢
献
で
き
る
仕

事
の
準
備
を
で
き
な
い
か
、

と
宮
地
校
長
は
考
え
ま
し

た
。そ

ん
な
折
、
東
京
の
福
祉

機
器
メ
ー
カ
ー
「
あ
い
・
あ

ー
る
・
け
あ
」
が
開
発
し
た

先
生
が
、
た
く
さ
ん
の
小

さ
な
穴
が
開
い
た
名
刺
大
の

プ
レ
ー
ト
に
ピ
ン
を
入
れ
て

い
き
、
本
体
に
セ
ッ
ト
し
、

名
刺
を
置
き
ま
し
た
。
「
さ

あ
、
レ
バ
ー
を
倒
し
て
」
。

高
等
部
３
年
の
井
上
直
樹
さ

ん
が
力
を
込
め
て
倒
し
、
点

字
名
刺
が
出
来
ま
し
た
。
同

じ
作
業
を
繰
り
返
し
、
名
刺

10
枚
が
あ
っ
と
い
う
間
に
出

来
上
が
り
で
す
。

２
学
期
か
ら
始
ま
っ
た
点

字
プ
レ
ス
機
の
授
業
は
視
覚

と
軽
い
知
的
障
害
が
あ
る
井

上
さ
ん
が
受
け
て
い
ま
す
。

ピ
ン
を
入
れ
て
点
字
を
作
る

で
は
学
校
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
大
量
に
集
ま
る

こ
と
は
も
う
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
途

切
れ
な
い
よ
う
に
、
志
和
池

中
に
根
づ
い
た
運
動
に
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
」
。
生
徒

へ
の
感
謝
を
こ
め
て
、
上
井

先
生
は
そ
う
話
し
ま
す
。

生
徒
会
長
の
浜
川
駿
さ
ん

（
３
年
）
は
「
宮
崎
県
で
一

番
だ
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ

た
で
す
。
連
覇
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
協
力

を
呼
び
か
け
る
つ
も
り
で

す
。
ま
ず
は
、
回
収
箱
を
置

い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
お

願
い
に
行
き
ま
す
」
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

倉
永
校
長
は
「
運
動
会
の

練
習
中
に
突
風
で
テ
ン
ト
の

骨
が
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ベ
ル
マ
ー
ク
預
金
で
テ

ン
ト
を
買
い
換
え
よ
う
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
た

ち
は
凄
い
」
と
生
徒
の
頑
張

り
に
驚
い
て
い
ま
す
。

頃
に
は
１
年
が
た
ち
、
生
徒

会
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
し

た
が
、
会
長
、
副
会
長
が
経

緯
も
含
め
て
丁
寧
に
引
き
継

い
で
く
れ
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
代
で
財
団

に
マ
ー
ク
を
送
ろ
う
」
。
そ

ん
な
思
い
が
全
員
に
あ
り
、

担
当
日
以
外
に
も
手
伝
っ
て

く
れ
る
生
徒
が
出
て
き
ま
し

た
。
財
団
に
送
る
と
こ
ろ
ま

で
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
２
０
１

５
年
２
月
半
ば
で
し
た
。

「
復
活
さ
せ
た
時
の
子
ど

も
た
ち
は
卒
業
し
ま
し
た

が
、
後
を
継
い
だ
子
ど
も
た

ち
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今

話
し
合
い
の
結
果
、
生
徒

た
ち
は
大
変
な
作
業
に
な
る

こ
と
も
覚
悟
の
上
で
、
賛
成

し
て
く
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員
は
12
人
で

す
。
曜
日
ご
と
に
担
当
者
を

決
め
、
昼
休
み
で
も
放
課
後

で
も
、
10
分
で
も
い
い
か
ら

仕
分
け
て
、
ひ
た
す
ら
片
づ

け
る
作
業
を
繰
り
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。

点
数
ご
と
に
分
類
で
き
た

｢

え
～
！

も
し
か
し
て
こ

れ
全
部
、
ベ
ル
マ
ー
ク
？
」

他
校
で
ベ
ル
マ
ー
ク
活
動

の
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

ん
な
に
大
量
の
ベ
ル
マ
ー
ク

は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
見
て
し
ま
っ
た
以
上
、

ム
ダ
に
す
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
仕
分

け
の
大
変
さ
も
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
実
際
に
苦
労
す
る

の
は
、
何
と
言
っ
て
も
生
徒

た
ち
で
す
。
次
の
生
徒
会
の

集
ま
り
の
時
に
、
「
今
年
度

の
生
徒
会
の
重
点
取
組
事
項

を
、
み
ん
な
で
こ
の
ベ
ル
マ

ー
ク
を
整
理
し
て
被
災
地
支

援
に
す
る
の
は
ど
う
か
」
と

提
案
し
て
み
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
上
井
（
う

わ
い
）
早
苗
先
生
（

）
の

「
発
見
」
で
し
た
。

志
和
池
中
に
異
動
し
て
き

た
の
は
２
０
１
１
年
４
月
。

１
、
２
年
目
は
生
徒
会
の
副

担
当
を
務
め
、
生
徒
会
室
の

棚
に
「
取
っ
て
の
つ
い
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
道
具
箱
」
が

い
く
つ
も
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
13
年
度
か
ら
生

徒
会
を
任
さ
れ
、
生
徒
会
室

に
出
入
り
す
る
機
会
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
道
具
箱
の

一
つ
を
開
け
て
み
ま
し
た
。

開
け
て
び
っ
く
り
、
道
具

箱
！

中
か
ら
大
量
の
ベ
ル

マ
ー
ク
が
あ
ふ
れ
出
て
き
た

の
で
す
。

の
講
演
を
聞
い
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
寄
付
を
思
い
た

ち
、
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
や
イ
ン

ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
参
加
登

録
を
し
て
、
管
理
セ
ン
タ
ー

に
収
集
箱
を
置
い
て
、
３
年

前
か
ら
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
る
そ
う
で
す
。
10
人
く
ら

い
が
協
力
し
て
、
３
日
が
か

り
で
仕
分
け
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。

ー
ク
２
万
２
０
２
９
．
６

点
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

１
７
０
０
点
、
テ
ト
ラ
パ
ッ

ク
２
万
６
４
０
０
点
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

６
棟
に
約
７
５
０
世
帯
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

「
築
30
年
が
た
ち
、
学
校
に

通
う
子
ど
も
が
い
な
い
か

ら
、
ベ
ル
マ
ー
ク
は
捨
て
る

だ
け
だ
っ
た
」
そ
う
で
す
。

被
災
し
た
学
校
の
校
長
先
生

横
浜
市
金
沢
区
に
あ
る
マ

ン
シ
ョ
ン
「
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

金
沢
八
景
」
に
住
む
岩
崎
光

治
さ
ん(

)

が
９
月
５
日
、

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
を
訪
れ
、

「
み
ん
な
で
集
め
ま
し
た
。

東
北
の
被
災
校
支
援
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
ベ
ル
マ

「
あ
い
・
あ
ー
る
・
け

あ
」
に
よ
る
と
、
こ
の
点
字

プ
レ
ス
機
は
、
約
20
年
前
に

製
品
化
さ
れ
、
全
国
の
福
祉

施
設
な
ど
で
視
覚
障
害
者
の

仕
事
に
役
立
て
る
目
的
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
す
れ
ば
長
年
使
い
続

け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

「
20
年
前
か
ら
集
め
た
ベ

ル
マ
ー
ク
で
購
入
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う

な
責
任
を
感
じ
ま
す
」
と
担

当
者
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

７月 数字は累計点数
実住小 千葉県八街市 8,005,809
番町小 東京都千代田区 7,003,512
土庄中 香川県土庄町 6,013,347
千秋小 愛知県一宮市 5,051,059
判田小 大分市 5,014,282
稲城第一小 東京都稲城市 4,009,704
富士見小 神奈川県小田原市 4,002,221
東北中 新潟県長岡市 4,004,613
中川小 岐阜県大垣市 4,011,778
乙川小 愛知県半田市 4,008,563
南田辺小 大阪市東住吉区 4,007,810
平第三小 福島県いわき市 3,054,100
京町小 川崎市川崎区 3,024,869
池田小 熊本市西区 3,006,633
勝浦小 千葉県勝浦市 2,007,185
西鎌倉小 神奈川県鎌倉市 2,003,448
木津小 富山県高岡市 2,005,634
男川小 愛知県岡崎市 2,007,997
楠那小 広島市南区 2,015,526
広島大学附属東雲小

広島市南区 2,000,910
本城小 北九州市八幡西区 2,007,182
赤前小 岩手県宮古市 1,005,480
仏子小 埼玉県入間市 1,019,822
東海小 千葉県いすみ市 1,006,461
福田幼稚園 東京都渋谷区 1,017,902
太田保育園 京都府亀岡市 1,025,452
光陽特別支援学校

大阪市旭区 1,009,416
加納小 大阪府東大阪市 1,020,428
８月
清水有度第一小

静岡市清水区 8,001,902
刈谷東中 愛知県刈谷市 7,007,156
錦林小 京都市左京区 7,015,910
市立南小 千葉県浦安市 6,005,238
富美浜小 千葉県市川市 6,006,309
潮見小 宮崎市 6,011,296
出雲小 東京都大田区 5,004,183
子安小 横浜市神奈川区 5,023,848
谷山小 鹿児島市 5,006,924
櫛形小 茨城県日立市 4,021,163
日進北小 さいたま市北区 4,019,798
新宿小 埼玉県川越市 4,008,409
大和田南小 千葉県八千代市 4,028,366
高野山小 千葉県我孫子市 4,014,207
島内小 長野県松本市 4,043,583
可也小 福岡県糸島市 4,036,221
豊春小 埼玉県春日部市 3,000,076
通明小 長野市 3,014,133
釜石小 岩手県釜石市 2,157,117
大沢小 岩手県山田町 2,040,086
八乙女小 仙台市泉区 2,002,209
向台小 東京都西東京市 2,000,772
足柄小 神奈川県小田原市 2,026,833
下中小 神奈川県小田原市 2,029,744
師岡小 横浜市港北区 2,026,687
大船中学校 神奈川県鎌倉市 2,003,774
河合小 福井市 2,006,938
矢作小 岩手県陸前高田市 1,138,122
日の出幼稚園 千葉県浦安市 1,010,425
東品濃小 横浜市戸塚区 1,007,942
西奈こども園 静岡市葵区 1,001,180
県立浜名特別支援学校

静岡県湖西市 1,042,052
守山小 滋賀県守山市 1,043,630
玉祖保育園 山口県防府市 1,000,603
９月
佐原小 千葉県香取市 10,017,342
託麻原小 熊本市中央区 7,024,104
女子聖学院中・高

東京都北区 6,011,898
黒田幼稚園 静岡県富士宮市 6,008,563
塚口小 兵庫県尼崎市 5,023,304
皆実小 広島市南区 5,004,696
中関小 山口県防府市 5,005,072
桜井小 埼玉県越谷市 4,009,464
滝野川小 東京都北区 4,037,307
金富小 東京都文京区 4,008,487
磯子小 横浜市磯子区 4,005,467
佐屋小 愛知県愛西市 4,016,137
稚内東小 北海道稚内市 3,014,961
亘理小 宮城県亘理町 3,127,429
七郷小 仙台市若林区 3,026,055
五台小 茨城県那珂市 3,008,298
第三小 東京都八王子市 3,013,136
天神小 愛媛県宇和島市 3,009,384
潮江小 高知市 3,015,746
野多目小 福岡市南区 3,037,469
稲佐小 長崎市 3,007,672
亀田小 北海道函館市 2,010,017
幸谷小 千葉県松戸市 1,006,471
戸室小 神奈川県厚木市 1,018,669
三郷小 富山市 1,010,168
柏原小 愛知県春日井市 1,041,854
長久手小 愛知県長久手市 1,017,852
舞多聞小 神戸市垂水区 1,000,998
平良小 広島県廿日市市 1,003,839
国分寺中 高松市 1,009,988

マ
ン
シ
ョ
ン
住
人

力
を
合
わ
せ
寄
贈

横
浜･

金
沢
八
景

先生の指導で点字プレス機の

授業を受ける井上直樹さん

井上さんが作った名刺

プ
レ
ス
機
で
点
字
名
刺

「生徒会室のこの棚にプラス

チックの道具箱が置いてあっ

たんですよ」と話す上井先生

大
量
発
掘
で
活
動
復
活

宮崎県都城市立志和池中学校（倉永英季校長、170人）は2015年

度、10年ぶりにベルマーク活動を復活させました。運動参加校は全

国で２万７千校余りですが、珍しいケースです。しかも集票点数

万997点で、いきなり県のトップに躍り出ました。休止中の学校に

も参考になりそうな秘密を聞くことが出来ました。

高価でも、あきらめないでよかった。高知県立盲学校（高知市、

宮地暁男校長、23人）がプレス機を購入できたのは、20年かけて集

めたベルマークがいつのまにか、47万点に達していたためでした。

この機械を使って点字名刺を作ることができ、「卒業生の就労の機

会が広がる」と学校は期待しています。

三 重

厚
生
小
が

万
点

｢

目
に
見
え
る｣

運
動
に
力

和気あいあいと教え合い

ながら作業しています

へ
き
地
校

茨城県立水戸聾学校 （水戸市）

茨城県立霞ケ浦聾学校 （阿見町）

栃木県立聾学校 （宇都宮市）

群馬県立聾学校 （前橋市）

埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園

（さいたま市北区）

埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園

（坂戸市）

千葉県立千葉聾学校 （千葉市緑区）

筑波大学附属聴覚特別支援学校

（市川市）

千葉県立安房特別支援学校館山聾分校

（館山市）

東京都立大塚ろう学校城東分教室

（江東区）

東京都立大塚ろう学校城南分教室

（大田区）

東京都立大塚ろう学校永福分教室

（杉並区）

東京都立中央ろう学校 （杉並区）

東京都立大塚ろう学校 （豊島区）

東京都立葛飾ろう学校 （葛飾区）

東京都立立川ろう学校 （立川市）

学校法人日本聾話学校 （町田市）

横浜市立ろう特別支援学校

（横浜市保土ヶ谷区）

川崎市立聾学校 （川崎市中原区）

横須賀市立ろう学校 （横須賀市）

神奈川県立平塚ろう学校 （平塚市）

ブカレスト日本人学校 （ルーマニア）

ブレーメン日本語補習授業校（ドイツ）

フォートウェイン日本語補習授業校

（アメリカ）

プーケット補習授業校 （タイ）

熊本市立藤園中学校

(国立大学法人熊本大学医学部附属病院)

大分県立別府支援学校石垣原校

(独立行政法人国立病院機構西別府病院)

福岡市立照葉小学校・中学校

（福岡市立こども病院）

広島市立段原中学校 （広島大学病院）

（名古屋市千種区）

愛知県立岡崎盲学校 （岡崎市）

三重県立盲学校 （津市）

横浜市立盲特別支援学校

（横浜市神奈川区）

学校法人横浜訓盲学院 （横浜市中区）

神奈川県立相模原中央支援学校

視覚障害教育部門（相模原市中央区）

新潟県立新潟盲学校 （新潟市中央区）

富山県立富山視覚総合支援学校

（富山市）

石川県立盲学校 （金沢市）

福井県立盲学校 （福井市）

山梨県立盲学校 （甲府市）

長野県長野盲学校 （長野市）

長野県松本盲学校 （松本市）

岐阜県立岐阜盲学校 （岐阜市）

静岡県立静岡視覚特別支援学校

（静岡市駿河区）

静岡県立沼津視覚特別支援学校

（沼津市）

静岡県立浜松視覚特別支援学校

（浜松市中区）

愛知県立名古屋盲学校

秋田県立横手支援学校 （横手市）

山形県立鶴岡高等養護学校 （鶴岡市）

栃木県立今市特別支援学校 （日光市）

富山県立富山高等支援学校 （富山市）

石川県立医王特別支援学校

小松みどり分校（小松市）

福井県立福井東特別支援学校（福井市）

山梨県立高等支援学校桃花台学園

（笛吹市）

岐阜県立羽島特別支援学校 （羽島市）

滋賀県立甲南高等養護学校 （甲賀市）

奈良県立二階堂養護学校 （天理市）

和歌山県立和歌山さくら支援学校

（和歌山市）

鳥取県立倉吉養護学校 （倉吉市）

島根県立松江養護学校 （松江市）

岡山県立岡山支援学校 （岡山市北区）

山口県立山口南総合支援学校（山口市）

鳴門教育大学附属特別支援学校

（徳島市）

愛媛県立みなら特別支援学校（東温市）

高知県立山田養護学校田野分校

（田野町）

宮崎県立都城きりしま支援学校小林校

（小林市）

沖縄県立鏡が丘特別支援学校浦添分校

（浦添市）

養護学校

盲学校

ろう学校

病院内学級

海外日本人学校
す
べ
て
生
徒
で

万
点

瀬
戸
内
海
の
香
川･

土
庄
中

各
ク
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(３) ２０１６年() ベ ル マ ー ク 新 聞 第３種郵便物認可


